
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な議案・意見書案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党 無所属

一般会計補正予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保税条例の一部を改正する条例案 村山庄衛 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○ ○

地方税法の一部を改正する条例案 野田卓治 安井直明 ● ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市くすり学習館条例 ○ ○ ○ ○ ○ △

森林・林業基本計画に基づく抜本的な林業振興に関する意見書 中西議員 ○ ○ ○ ○ ○ ○
小松正人 石川善太郎

安井直明 村山庄衛

唯一の被爆国政府が世界から核兵器をなくす運動の先頭に立つことを求める意
見書

小松正人 ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニティバスにかかる県補助金の補助率維持を求める意見書 安井直明 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通学路の交通安全対策の強化を求める意見書 山岡光広 ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療制度のすみやかな廃止を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 森嶋克巳 ○ ● ● ● ● ●

口蹄疫の防疫体制の強化と畜産農家への万全の保障を求める意見書 小松正人 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県立高校の統廃合に関する請願 小松正人 橋本恒典 ○ ● ● ○ ● ○

市長提案

なし

なし

なし

なし

なし

意見書・請願の採決について、公明・加藤議員は欠席　　／くすり学習館条例に関して無所属の土山議員は反対

米普天間基地の即時閉鎖・無条件撤去を求める意見書 小西喜代次 ○ ● ●

なし

● ● ●

なし

２０１０年 ６月２７日 ＮＯ．７６ 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax  62-9652 

主な議案・意見書案に対する各党・各会派の態度  ○は賛成、●は反対

 

宮
崎
県
で
発
生
し
た
牛
や
豚
の
口
蹄
疫
被
害
は
、
戦
後
最
大
規

模
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
５
月
２５

日
、
県
と
連
携
し
て
「
近
江
牛
」
に
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
感
染

予
防
に
万
全
を
期
す
よ
う
１０
項
目
の
緊
急
申
入
れ
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
）
。
県
内
の
肉
素
牛
の
４
割
が
宮
崎
牛
だ
け
に
県
内
畜
産

農
家
は
、
感
染
予
防
は
緊
急
の
課
題
で
す
。 

多
く
の
市
民
の
理
解
と

協
力
な
く
し
て
進
め
ら
れ

な
い
自
治
振
興
会
の
設
立

は
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。
各
会
派
か
ら
も
質
問

が
集
中
し
ま
し
た
。 

「
地
域
力
を
高
め
、
き
め

細
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
」

と
平
成
23
年
４
月
１
日
か

ら
の
設
置
を
目
標
に
学
区

を
単
位
と
し
て
昨
年
度

「
自
治
振
興
会
」
の
説
明

が
区
長
を
中
心
に
な
さ

れ
、
今
年
度
モ
デ
ル
地
区

５
箇
所
を
計
画
、
予
算
化

さ
れ
て
い
ま
す
。 

安
井
議
員
は
、
支
所
機

能
の
役
割
を
ど
う
考
え
、

今
後
の
行
政
の
進
め
方
を

ど
う
す
る
の
か
。
検
討
委

員
会
で
の
議
論
経
過
と
ま

と
ま
っ
た
点
は
何
な
の

か
。
市
民
の
受
け
止
め
方

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど

う
理
解
し
て
い
る
か
。
モ

デ
ル
地
区
へ
の
依
頼
や
進

め
方
は
ど
う
す
る
か
。
急

ぐ
必
要
が
な
い
の
で
は
な

い
か
な
ど
質
問
し
ま
し

た
。 市

は
、
理
解
が
深
ま
り

浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
判
断

し
て
お
り
、
６
月
末
か
ら

区
長
な
ど
に
説
明
に
入

る
。
ま
た
、
交
付
金
制
度

を
新
た
に
設
け
、
目
的
や

使
途
を
固
定
せ
ず
、
弾
力

的
に
使
え
る
よ
う
に
す

る
。
今
ま
で
の
交
付
金
な

ど
の
支
給
と
今
回
の
総
額

は
全
体
と
し
て
増
え
る
こ

と
。
23
の
小
学
校
区
ご
と

に
設
置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
人
員
は
、

全
体
で
90
人
程
度
と
い
う

も
の
で
す
。 

市
民
の
理
解
と
い
う
点

で
は
ま
だ
ま
だ
、
本
当
に

き
め
細
か
な
説
明
抜
き
に

形
だ
け
の
「
自
治
振
興
会
」

で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。｢

市
民
こ
そ
主
人
公｣

の
立
場
で
が
ん
ば
り
ま

す
。 

 ６月定例議会は、３日から２２日まで開かれました。日

本共産党甲賀市議員団は、一般質問をはじめ議案質疑

などでも、市民の立場から積極的に発言しました。 

国保税の税率が改正されました。前年度所得確定、前

年度の剰余金が生じたこと、段階的に廃止している資産

割を廃止することを前提に見直しされたもので、所得割

率が医療分で 7％から 7.1％に、介護分で 1.6％から 1.9％ 
に、後期高齢者支援分も 2.2％から 2.4％に。均等割 
・平等割は変更なしで、市の試算によると、一世 

帯あたり 23,361 円、一人当たり 11,327 円 
の引き下げとなります。但し、応能・ 

応益割合は応益の方が高く 
    なります。 

 

所
得
が
大
幅
に
減
っ
て

い
る
の
に
国
保
税
は
年
々

値
上
げ
。
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
滞
納
世
帯
も
増
え
て

い
ま
す
。
甲
賀
市
の
場
合
、

今
年
度
は
前
年
度
の
剰
余

金
の
運
用
で
、
一
世
帯
平

均
２
３
，
３
６
１
円
引
き

下
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

低
所
得
者
層
に
滞
納
が
多

い
と
い
う
実
態
か
ら
み
て

も
、
応
益
部
分
で
あ
る
、

均
等
割
・
平
等
割
を
引
き

下
げ
て
こ
そ
効
果
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

 

６
月
議
会
に
は
、
６
件
の
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
口
蹄
疫
問
題
は
共
同
提
案
で
、
県
の
コ
ミ
バ
ス
補
助

率
維
持
と
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
強
化
は
、
全
会
一
致
で

可
決
。
主
な
議
案
と
意
見
書
採
択
は
以
下
の
通
り
。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆
国
民
読
書
年
に
あ
た
り
市
立
図
書
館
の
充
実

を
、
◆
通
学
路
の
安
全
確
保
策
、
◆
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
あ
り
方
と
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

◆
社
会
保
障
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
、
国
保
税
引
き
下
げ
と
滞
納
の
現
状
に
つ
い
て

 

◆
古
城
山
の
連
続
不
審
火
対
策
と
発
生
防
止
に

つ
い
て
、
◆
梅
の
木
市
営
住
宅
の
駐
車
場
設
置
に

つ
い
て
、
◆
口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て
、
◆
小
学
校

の
「
特
認
制
度
」
に
つ
い
て
、
◆
水
口
東
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て 

 

 

◆
よ
り
便
利
で
生
活
に
密
着
し
た
公
共
交
通
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
改
善
、
帝
産
湖

南
交
通
バ
ス
に
つ
い
て
◆
医
療
費
の
窓
口
負
担
の

軽
減
で
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
国
保
制
度

に
改
善
を
、
◆
近
江
茶
の
振
興
策
に
つ
い
て 

 

 

◆
本
庁
、
支
所
機
能
の
今
後
と
自
治
振
興
会
に

つ
い
て
、
◆
森
林
行
政
と
地
元
材
を
生
か
し
た
公

共
事
業
に
つ
い
て
、
◆
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
、
◆
青
木
ガ
瀬
橋
の
塗
装
と
歩
道
橋
設
置
、

◆
青
土
ダ
ム
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
補
修
と
便
所
水
洗
化 

問 

市
立
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統
一
で

便
利
に
な
っ
た
が
、
検
索
デ
ー
タ
の
整
備
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
、
新
刊
本
の
リ
ク
エ

ス
ト
要
望
に
応
え
ら
れ
る
図
書
費
の
増
額
、

移
動
図
書
館
の
体
制
強
化
、
支
所
職
員
の
育

成
と
増
員
、
今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方
は
。 

教
育
部
長 

検
索
デ
ー
タ
の
整
備
は
必
要
。

Ｈ
Ｐ
は
見
や
す
い
よ
う
に
改
善
す
る
。 

問 

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
は
急
務
。（
危

険
個
所
を
写
真
で
示
し
な
が
ら
）
信
号
機
、

横
断
歩
道
の
設
置
な
ど
を
急
ぐ
べ
き
。
根
本

的
に
は
県
公
安
委
員
会
の
予
算
増
額
を
働
き

か
け
る
べ
き
。 

教
育
部
長
・
市
民
環
境
部
長 

危
険
個
所
の

改
善
は
急
務
。
県
に
引
き
続
き
要
請
し
て
い

き
た
い
。 

問 

国
保
税
が
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
と
い
う

人
が
増
え
て
い
る
。
均
等
割
・
平
等
割
の
部

分
を
引
き
下
げ
て
こ
そ
効
果
が
あ
る
。 

市
民
環
境
部
長 

負
担
軽
減
へ
改
正
し
た
。 

問 

水
口
の
古
城
山
で
連
続
不
審
火
が
あ

り
、
区
や
自
治
会
が
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
。
不
審
火
の
特
徴
。
燃
え
た
物
質
は
…
。 

産
業
経
済
部
長 

今
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で

８
件
発
生
し
た
。
放
火
は
散
策
す
る
遊
歩
道

の
す
ぐ
傍
で
あ
る
。
枯
れ
草
や
枝
打
ち
し
て

落
と
し
た
枯
葉
に
延
焼
し
て
い
る
。 

問 

古
城
山
は
、
森
林
公
園
だ
。
伐
採
や
枝

打
ち
し
た
後
は
、
き
ち
ん
と
搬
出
す
る
べ
き
。

産
業
経
済
部
長 

森
林
整
備
と
遊
歩
道
の
管

理
に
計
画
的
に
配
慮
す
る
。 

問 
梅
の
木
市
営
住
宅
団
地
の
駐
車
場
設
置

で
県
が
「
待
っ
た
」
を
か
け
た
理
由
は
。 

建
設
部
長 
河
川
区
域
内
の
公
園
駐
車
場
は

可
能
だ
が
住
宅
駐
車
場
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

問 

水
口
財
産
区
と
協
議
し
て
設
置
を
。 

建
設
部
長 

駐
車
場
は
必
要
。
方
策
を
探
る
。

問 

東
部
コ
ミ
セ
ン
の
増
改
築
は
。 

政
策
監 

自
治
振
興
会
の
拠
点
施
設
と
し
て

想
定
し
て
い
る
。
必
要
な
増
改
築
も
検
討
。

 １４日、１５日、１６日の３日間、一般質問が行われ、２０名の議員が質問に立ちました。日本共産党の各

議員の質問テーマと質問要旨を紹介します。（上から発言順） 

現場の写真を示して改善を求める安井議員 

グラフを示して改善を求める小西議員 

連続不審火の場所を示して質問する小松議員 

グラフを示して問題点を指摘する山岡議員 

問 

ワ
ン
デ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施
は
い
つ
か
。

総
合
政
策
部
長 

本
年
10
月
１
日
か
ら
予
定
。

問 

信
楽
町
雲
井
地
域
か
ら
長
野
地
域
ま
で

の
直
通
バ
ス
の
実
現
を
。
帝
産
バ
ス
と
の
連

携
が
は
か
れ
な
い
の
か
。 

総
合
政
策
部
長 

バ
ス
と
高
原
鉄
道
の
利
用

を
。
信
楽
高
原
バ
ス
の
直
通
バ
ス
は
帝
産
バ

ス
と
様
々
な
機
会
に
協
議
し
た
い
。 

問 

帝
産
バ
ス
へ
の
増
便
要
請
は
。 

総
合
政
策
部
長 

引
き
続
き
帝
産
バ
ス
の
利

用
状
況
を
見
極
め
、
増
便
の
必
要
性
を
み
て

要
望
す
る
。
必
要
が
生
じ
た
ら
協
議
し
た
い
。

問 

国
保
法
44
条
に
よ
る
窓
口
負
担
軽
減
措

置
の
具
体
化
を
。 

市
民
環
境
部
長 

８
月
以
後
の
厚
生
労
働
省

の
実
施
要
領
を
受
け
て
検
討
す
る
。 

問 

市
立
医
療
機
関
の
無
料
低
額
診
療
事
業

の
実
施
を
求
め
る
。 

病
院
事
務
部
長 

経
営
面
、
制
度
要
件
を
み
た

さ
な
い
の
で
、
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

支
所
機
能
は
ど
う
な
る
の
か
。 

市
長 

今
後
支
所
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
。 

問 

地
元
木
材
の
活
用
を
。 

産
業
経
済
部
長 

学
校
で
の
木
製
机
椅
子

導
入
。
観
光
板
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
、
防
護

柵
な
ど
利
用
し
て
い
る
。
今
後
も
公
民
館
な

ど
公
共
施
設
に
対
し
、
内
装
な
ど
活
用
す
る
。 

問 

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

特
養
ホ
ー
ム
に
併
設
す

る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
平
成
23
年
度
に
30
人

の
整
備
を
図
る
。 

問 

橋
梁
整
備
と
橋
の
塗
り
替
え
を
。 

建
設
部
長 

現
在
調
査
中
で
平
成
25
年
度

か
ら
計
画
実
施
す
る
。
青
木
ガ
瀬
橋
の
塗
装

は
、
10
月
末
に
完
成
予
定
。 

問 

バ
ン
ガ
ロ
ー
と
便
所
の
改
修
を
。 

建
設
部
長 

今
年
度
百
万
円
程
度
で
一
棟

改
修
す
る
。
他
は
平
成
24
年
度
中
に
、
デ
ッ

キ
は
25
年
度
に
改
修
予
定
。
便
所
は
、
そ
の

後
に
検
討
す
る
。 

 




